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１．目的 
全数登録が義務付けられている全国がん登

録では、自施設のがん登録に未登録症例が存在

しないことを客観的に証明することは難しい。

そこで、重複点検のプロセスを経ることで、自

施設の全数登録の質を担保することになるが、

この作業負担が課題となる。本研究では、登録

候補症例を簡便に検索可能な統計モデルを用

いて、症例検索に係る二重点検の効果と利用可

能性を評価した。 

２．方法 
対象は姫路医療センターの 2017 年症例とし

た。症例検索の対象となる全症例に症例検索モ

デルを適用し、登録症例に該当する予測確率を

付与した未登録候補症例群を選別した。次に当

該候補症例群から無作為に 300例を抽出し、診

療記録をもとに登録対象の有無を再確認した。

効果検証の指標については、二重点検の対象と

なる症例数の軽減割合と未登録症例の存在割

合とした。 

３．結果 
2017 年症例における症例検索の対象数は

11,950 件であった。そのうち、再確認を要する

未登録候補症例数は 1,326件（11.1％）であっ

た。無作為抽出された症例を再確認した結果、

5.7％（17件/300件）の未登録症例が存在した。

登録症例確率の水準で 4 分割した区分の症例

数と未登録症例割合は、登録症例確率の高い区

分からそれぞれ、23 件（13.0％）、59件（5.1％）、

64件（7.8％）、154 件（3.9％）となっていた。 

４．結論 
本研究で実施した二重点検では、がん登録実

務者と症例検索モデルが同じ判定となった登

録対象群と非登録対象群、そしてどちらか一方

が登録対象群に判定した群を加えた４つの群

のいずれかに選別される。我々は症例検索モデ

ルの一方が判定した登録症例群を再確認の対

象とした。これは全体のうちの約 9割の症例の

再確認作業が軽減されたことを意味する。また

再確認の対象のなかには、未登録症例が含まれ

ていた。この多くはケアレスミスによる未登録

症例であり、全数登録の質を担保するには、効

率的な重複点検法の構築が必要であることが

示された。 
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表１ 奨励検索モデル（ロジスティック回帰モデル）の 

説明変数と回帰係数 

図 1 当該奨励検索モデルの ROC曲線と AUC 症例予測確率の計算式 

症例検索モデルの概要 

図 2 症例検索モデルを用いた二重点検のフロー図 図 3 症例検索モデルを用いた未登録症例の再確認結果

評価方法と結果の概要 
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